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■避難者支援活動寄附のご報告
イベント当日、会場で協力を呼びかけ
ました「避難者支援活動」募金の結
果を報告します。

  募金総額：182,505円
  （60,835円ずつ下記３団体に寄附） 
  寄附先：
   ①県外避難者西日本連絡会
　　「まるっと西日本」
   ②避難ママのお茶べり会
   ③県外ひなん者交流会ひょうご
　   「ぷらっとホーム」

たくさんのご支援を
　　ありがとうございました。

【日時】2０１４年３月９日（日）１０時～１６時３０分、梅田スカイビル（大阪市北区大淀中1-1-88）
【主催】3.11 from KANSAI 2014 実行委員会 
　　　〈構成団体〉（50音順）（福）大阪市社会福祉協議会／近畿ろうきんＮＰＯパートナーシップ制度／ダイバーシティ研究所／
　　　（特）遠野まごころネット／ミンナDEカオウヤ／（特）ユースビジョン／（福）大阪ボランティア協会（実行委員会事務局）

【運営協力団体】（特）トゥギャザー／（株）ＰＲリンク 
【後援】公益社団法人関西経済連合会、一般社団法人関西経済同友会 

関西から継続的な支援を！ という想いをこめ開催した震災復興応援イベント
「3.11 from KANSAI」も３回目を迎えました。ご来場者は4000名以上！ 

第１回は「まだまだ、これから」、２回目は「一歩、また、一歩」をテーマに開催しましたが、
３回目は「いま、ともに」。震災被災者や避難されている当事者の声を直接届け、

まさに一歩ずつ歩み出した被災者や避難者自身の取り組みをご紹介することができました！
ありがとうございました！

震災復興応援イベント

～いま、ともに～

3.11 from 
KANSAI 2014

【 3.11 from KANSAI 実行委員会　事務局】  社会福祉法人 大阪ボランティア協会
〒 540 - 0012　大阪市中央区谷町２丁目２- 20 市民活動スクエア「CANVAS（キャンバス）谷町」
TEL. 06 - 6809 - 4901　FAX. 06 - 6809 - 4902 

［E-mai ］office@osakavol.org　 ［URL］http://www.311-kansai.com/   

■協賛企業：大阪ガス（株）／近畿ろうきん／近畿ろうきんＮＰＯパートナーシップ制度／産経新聞社／サントリーホールディングス
（株）／シャープ（株）／住友生命保険（相）／積水ハウス（株） ／積水ハウス梅田オペレーション（株）／センコー（株）／全労済アシ
スト（株）／大日本印刷（株）／大日本住友製薬（株）／トップツアー（株）／ＮＥＸＣＯ西日本グループ／阪急電鉄（株） ／阪神電気鉄
道（株） ／（株）ＰＲリンク／不二製油（株）
■協力：ザ・リッツ・カールトン大阪／ＪＲ西日本／阪神電気鉄道（株） 
■ブース出展団体： （株）インサイト／大阪市学校給食調理員労働組合／大阪府生活協同組合連合会／関西 my do girls／
気仙沼さんまカレー／（一社）健康栄養支援センター／（特）さをりひろば、（株）福市、（特）遠野まごころネット／生活協同組
合おおさかパルコープ／積水ハウス（株）／（福）全電通近畿社会福祉事業団／（認特）トゥギャザー／（特）遠野まごころネット／

（特）日常生活支援ネットワーク「パーティ・パーティ」／（特）日本アウトドアエデュケーションアカデミー／ラブギャザリング／
連合大阪〔（株）ダスキン、電機連合大阪地方協議会、（一社）エル・チャレンジ福祉事業振興機構、エル・チャレンジ（電機連合）、
連合大阪大阪市地域協議会〕／「関西と東北をつなぐ青空レストラン」〔協力：（特）essence（エッセンス）、（特）aoSORAnt

（あおぞらん）／出店名：HTS、クイントカント、さくらぐみ、トラットリア ラ クロチェッタ、ビストロ デ シュナパン、マツケン食
堂、METZGREI KUSUDA メツゲライ クスダ、La・Risata、ル・シュクレ・クール、Restaurant MOTOÏ、ワインショップ 
FUJIMARU〕　※そのほか、多くのボランティアの皆さんの応援をいただきました。心よりお礼申し上げます。

⃝風化させないためにこうした復興イベントを行っていることが良いと感じました。

⃝東北から関西に来て暮らしている人が多くて驚きました。

⃝美味しい料理を食べて、イベントを盛り上げられるなら一石二鳥だと思います。

⃝ボランティアの人が一生懸命の姿に涙が出ました。

⃝もっとみんなにこういう事をやっていると宣伝して欲しいと思いました。

⃝ボランティアで参加する（継続的に）方法が知りたいです。

多くのご支援、ありがとうございました！

参加された方の声（アンケートから）
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関西と東北をつなぐ
青空レストラン

ありがとうの木を
育てよう ～笑顔を伝えるメッセージ～

避難者のつどい

物販・展示ブース

ステージ企画

企業向け企画

学生向け企画

支援者向け企画

　刺し子の実演の他、震災手記朗読

「岩手のお母さん家」

関西の人気店のシェフが集結し、温かいメニューをふ
んだんに振る舞ってくれました。こんな応援もあるん
だ！ と多くの人に知ってもらえる機会にも。

（3.11from KANSAI実行委員会）

復興支援のチャリティ商品や
東北の物産など、数多くのボ
ランティアも協力して、来られ
た方をおもてなし。

（ミンナDEカオウヤ）

関西に避難してきたメンバーが「感謝の気持ちを伝えたい！」という思いか
ら始まったこの企画。学生とのコラボで支援者と避難者のありがとう！ が
いっぱいあふれました。

（ありがとうの木を育てようの会×学生通信社〈ＰＲリンク〉
（来場者交流企画「復興応援メッセージ」〈大阪ボランティア協会〉）

関西への避難家族が集い、交流する
企画に８０人の避難家族の方々が集
まってくださいました。被災から３年、
それぞれの思いを共有しました。

（大阪市社会福祉協議会）

東北の伝統芸能の舞や、ダンスチームによ
る盛り上げもあり、楽しい時間になりました。

（3.11from KANSAI実行委員会）

これから求められる官民連携支援の
あり方をディスカッション。
復興庁や日本政策投資銀行の方から話を伺い、次の一歩の必要性を確認しました。

（ダイバーシティ研究所）

学生パワーを生かした様々な支援活動が
展開されています。今後の活動の思いを分
かち合いました。

（ダイバーシティ研究所）

被災地域で課題解決に取り組
む団体（移動支援Rｅｒａ、多賀城
市市民活動サポートセンター、 
シンフォニー）をゲストに迎え、
現地の課題を分かち合い、今
後、どういう継続的な活動が必
要かを考えました。

（近畿ろうきんＮＰＯパートナーシップ制度、きょうとNPOセンター）

岩手県釜石市鵜住居仮設住宅に暮らす
お母さんが来阪。刺子の実演や震災当
時のお話を、岩手県久慈名物のまめぶ
汁を食べながら聞かせてもらいました。
涙あり笑いあり、ほっこりとした空間とな
りました。

（遠野まごころネット）

イベント企画イベント企画


